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物結晶 に特異な物性現象が存在することを報告 した[1]｡これ らの現象は, コンビュ-
タ一による自動計測 によ り始めて観測可能であった｡又従来の物性現象において理解
されている範噂よ り逸脱 している ｢複雑な現象 ｣である｡本研究会 ｢複雑系 ｣ におけ
る,下記の点 に関す る開度提起 として, これ らの現象の存在について諭ず る｡
①複雑な物性現象の観測 におけるコンピューターによる自動計測の役割 と新たに派生
する ｢観測の閲歴 ｣の存在｡
② 自動計測の発展 により今後本研究の様な複雑な現象が多 く発見され る可能怪があり,
"複雑 さ'をKEYWORDとして新 しい物理学認識の枠組みを準備す る必要がある｡
以下では, コンピューターによる自動計測の意味,本研究に関す るこれ までの経緯
並びに, これ らの硝酸希土類結晶の内硝酸サマリウム結晶における時系列データの測定 より
求めたカオスに類似する性質の存在 と硝酸ユ批○ム結晶において新たに発見 した複雑な緩




既 に常識 となっている事 とは考えるが,下記の点にある｡
但 し,現時点 において,人的な計測が持つ便位性である,則ち,計測結果 に関す る評
価並び にフィー ドバックの存在機構 に関 して, コンピューターによる自動計測が完全
に対処 しているか重要な問題 として残る｡ 【2】
何れにせ よ,プログラムによ り決め られた手順 に従 い. コンビュ-タ-は,計測器 を
作動制御.させて,実験を,我 々の場合は,温度変化を行 い,各測定条件 において, コ
ンピューターのメモ リ容量の限 り,データを収集 し続ける｡ この事は,人的な調整が
必要であったかつての物性実験系 と,本質的な性格の差異を起 こせ しめている｡本研






化を測定 と解析 も報告する｡尚,図 1に我々が作
製 したPR川ITIVEなシステムを挙げる｡但 し,この
様なシステムは格別 目新 しいものでは無 く,単純









































に非平衡的な特性が実現 していると考えられる｡ これ らの継続 した一連の測定 によっ
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る舞いが見 られる｡ また,これ らのpatternには温度履歴がある｡
得 られた実験データに関 して,通常の統計処理を行う｡データか ら確率分布関数の
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